
3次元田像計測を用いた砕氷船からの

海氷j草測定の特徴と課題
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｜背景｜

長幸平，大j開喜秀，竹田法英

東海大学

永田隆一

（株）オホーツク流氷科学研究所

園海氷のj悪さの実測：危険，作業時間がかかる。

筒ビデオカメう等を用いた簡易計測：計測精度が悪い。
（氷厚50cmで土5cm程度）

｜自－的1
1 ）砕氷船！こ搭載した2台のデジタルカメうより撮影した
海氷断面のステレオペアを用いて氷厚測定を行う。

2）ステレオペア画像の撮影時刻とGPSヂータから

砕氷船航路上の氷厚分布を調査する。
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観測対象地域

紋別港
〔観測場所〕

－北海道紋別港周辺域

い北緯44度21’16”、東経143度21・27”

＼～一～～一～ト北海道北東部オホーツク海に臨み、
背後には、北見山山脈を臨む

〔日時〕

2003月3日～6日

〔使用衛星〕

Landsat-7/ETM+ ETM+ Pan 

(IFOV= 15m) 

3次元画像計測装置の設置場所
ヂィジ望Jレbメ予
＼ ι 

砕氷船からデジタルカメラ撮影
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実際の設置風景



計測仕様

digital camera FUJIX DS-330 
pixel number: 1280 X 1000 
focus length:f=35mm～105mm 
ISOlOO 

appendix adjustable arm(lm) 
electric double release 

imagmg spec. shutter speed: 1/lOOOs 
iris:F8 
focus length:35mm 
base line:75cm 
〔list n 
1oixel size:2mm/pixel 

30 measuremet Techno Viewer 30 
software (Techno Vanguard) 

電子レリーズ
【同時期にシャッターが押せる〕

リファレンス（38.1×46.7×52.5cm)
【アングルを組んだ立体】

撮影方法 75cm 

A
ロ雲
／

i
t
s品
n
i
t－
－

－

デジタルカメラ・

＇砕氷船の手すり

門

i
n〈
U



氷厚；＿fflJ定の手JI震
砕氷船出航前に3次元計jJtljシステムを取り付ける

ι 
基準となる1）ヲァレシスを撮影すTる

工L
砕氷船が海氷域を通過

♀ 
海氷！ま氷盤片となる
旦

・＊盤片の破断面を鉛寵上方から撮影
ι 

3次元鹿標を求める、
ι 
氷原を算出、

ι 
撮影時刻から砕氷船の位置を求めるι 
)J<草分布を地図画橡lzヲ悶ツトする

計測原理
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氷厚測定

船（砕氷船）などに設置した2台のヂジタルカメうから
海氷の破断面を撮影し海水の氷j享を測定する。

左・ステレオ薗像 右・ステレオ画像

問時に撮影したスレテオペア画像

｜スレチオペア町象から氷揮を算定する方法｜

①融断面が上を肉いた海氷の場合：直接測定法

図見よ宮内を海

門ハ〉

左aステレオ画像 右胸ステレオ画像
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②倒れこんだ海氷の場合：面開距離算出法

左・ステレオ画像

面間距離算出方における海氷厚算出

減,t-iトl!y十時十マd事思0 ・・・②式

l~oゃb1恐付ゐ叫
Jな誌を f …③式
絢 ＋bゃc
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右目ステレオ画像



結果
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厚さ〔cm〕

2003年3月3日～6自まで紋別港周辺の海氷の厚さ

¥GPSを用いた海氷厚計測位置の算出｜

－明、、府

3月3日 3月6日
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2003年3月3日～6日の紋別港周辺の海氷厚分布
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開時観測の Landsat幽T（こ海氷厚をブ悶ツト
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2003/3/6の海氷厚分布
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｜〉
しandsat・？（PanIFOV=15m) 

ロ戸缶百工涼1

観測点数が少なく、

良い対応は得られ

なかった。

4次元計浪IJ手法による氷厚測定精度：1～2cm
（既存方法：5～10cm)

m紋完lj港（2003年3月38～6日）氷厚測定結果：平均22.7cm

闘GPSヂータとの照合により航路上の氷j草分布を算定

闘ヂジタjレカメラの設定を自動露出国AF（こ設定して撮影を
行ったため、ステレオペア画橡が取得で、きなかった。

聞他の衛星酉像と氷摩の関｛系を調べる。

｜今後の課題｜

固ステレオペア画像取得の効率向上（現状：10%程度）

淘高解像度ピヂオカメラの利用による取得率の向上
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